
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　引戸が全開状態で袖壁と略平行に対面する位置で保持され、閉じる直前には傾斜レール
に誘導されて出入口方向に移動して、引戸の戸尻が袖壁の先端に設けた戸当たり部に当た
ることで全閉状態での密閉度を高めるようにした引戸の袖壁構造において、引戸の戸尻が
当たる戸当たり部を袖壁の先端角部よりも出入口方向に入り込んだ位置に段差状に設ける
と共に、該戸当たり部から袖壁の先端角部に至る段差部内に上記傾斜レールと略平行に傾
斜した指詰め防止用の傾斜部材を設け

たことを特徴とする引戸の
袖壁構造。
【請求項２】
　

ことを特徴とする請求項１記載の引戸の袖壁
構造。
【請求項３】
　

記載
の引戸の袖壁
【発明の詳細な説明】
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、全閉状態にある引戸の戸尻と傾斜部材との間の出
入口方向の間隙を塞ぐためのパッキンを傾斜部材に一体に設け

上記傾斜部材は、袖壁の先端に取り付けられる取付片と、該取付片を開閉可能に隠蔽す
る傾斜片とを備え、該傾斜片は開放状態では取付片を開放し且つ閉鎖状態では傾斜レール
と略平行に傾斜した状態で取付片を隠蔽する

上記引戸の下端部に垂直軸回りに回転可能な戸車を設けると共に、引戸の上端部に上レ
ールにガイドされるガイド部材を後付け可能に取り付けたことを特徴とする請求項１

構造。



【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、引戸の袖壁構造に関し、詳しくは引戸を開く際の指詰め防止を図ることができ
る技術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般の直線的に移動する引戸は、閉じた際に戸先に隙間が生じやすく、遮音性、密閉性に
劣るという問題がある。
【０００３】
そこで、従来、全開状態では引戸が袖壁と略平行に対面する位置で保持され、閉じる直前
には引戸が傾斜レールに誘導されて出入口方向に移動して、引戸の戸先が戸先側の縦枠に
当たり且つ引戸の戸尻が袖壁の先端に設けた戸当たり部に当たることで全閉状態での密閉
度を高めるようにした構造が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
【特許文献１】
特開平８－９３３０８号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、直線的に移動するタイプの引戸にあっては、引戸を開く際に引戸の戸尻と袖壁
との間で手指を挟むことがないが、これに対して図１２に示すように、閉じる直前に出入
口方向Ａに移動するタイプの引戸１にあっては、閉じる際に引戸１の戸尻１ｂが袖壁２の
先端角部１５に接触することなく戸当たり部５に当接可能とするために、戸当たり部５を
袖壁２の先端角部１５よりも出入口方向Ａに入り込んだ位置に段差状に設けている。この
ため、戸当たり部５から袖壁２の先端角部１５に至る段差部６によって引戸１が全閉状態
にあるときは引戸１の戸尻１ｂと袖壁２の先端との間に広い隙間９が生じ、この隙間９に
手指を置いた場合は、図１２の矢印方向ａに引戸１を開く際に引戸１の戸尻１ｂによって
手指が挟まれる恐れがあった。なお図１２中の５０は化粧額縁である。
【０００６】
本発明は、上記の従来例の問題点に鑑みて発明したものであって、その目的とするところ
は、引戸を開く際に引戸の戸尻によって手指が挟まれる恐れをなくして安全に引戸の開閉
操作を行なえるようにすると共に、引戸の全閉状態での見栄えを良くすることができる引
戸の袖壁構造を提供することにあり、他の目的とするところは、引戸の戸尻の出入口方向
の密閉度を簡単且つ確実に高めることができる引戸の袖壁構造を提供することにあり、他
の目的とするところは、傾斜部材の取付操作を容易にしながら外観性を向上させることが
できる引戸の袖壁構造を提供することにあり、さらに他の目的とするところは、従来のけ
んどん式を用いずに、引戸の上端部の隙間を小さくして見栄えを一層良くすると共に開閉
操作性を一層向上させることができる引戸の袖壁構造を提供することにある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために本発明にあっては、引戸１が全閉状態では袖壁２と略平行に
対面する位置で保持され、閉じる直前には傾斜レール３Ａに誘導されて出入口方向Ａに移
動して、引戸１の戸尻１ｂが袖壁２の先端に設けた戸当たり部５に当たることで全閉状態
での密閉度を高めるようにした引戸の袖壁構造において、引戸１の戸尻１ｂが当たる戸当
たり部５を袖壁２の先端角部１５よりも出入口方向Ａに入り込んだ位置に段差状に設ける
と共に、戸当たり部５から袖壁２の先端角部１５に至る段差部６内に上記傾斜レール３Ａ
と略平行に傾斜した指詰め防止用の傾斜部材７を設け、

たことを特徴としており、このように構成することで、全閉状態にある引戸１
の戸尻１ｂと袖壁２の先端との間には段差部６内に設けた傾斜部材７が存在することによ
って、引戸１の戸尻１ｂと袖壁２の先端との間に手指８を置いた場合でも、引戸１を開い
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全閉状態にある引戸１の戸尻１ｂ
と傾斜部材７との間の出入口方向Ａの間隙１０を塞ぐためのパッキン１１を傾斜部材７に
一体に設け



た際には傾斜部材７に沿って手指８が外側に押し出され、これにより引戸１の戸尻１ｂに
よって手指８が挟まれる恐れがなく、怪我を未然に防止でき、安全に引戸１の開閉操作を
行なうことができるうえに、段差部６による広い隙間が空いているものと比較して、引戸
１の全閉状態での見栄えが極めて良くなる。
【０００８】
　また上記全閉状態にある引戸１の戸尻１ｂと傾斜部材７との間の出入口方向Ａの間隙１
０を塞ぐためのパッキン１１を傾斜部材７に一体に設け パッキン１１によって引
戸１の戸尻１ａの出入口方向Ａの密閉度を簡単且つ確実に高めることができる。
【０００９】
また上記傾斜部材７は、袖壁２の先端に取り付けられる取付片７ａと、該取付片７ａを開
閉可能に隠蔽する傾斜片７ｂとを備え、該傾斜片７ｂは開放状態では取付片７ａを開放し
且つ閉鎖状態では傾斜レール３Ａと略平行に傾斜した状態で取付片７ａを隠蔽するのが好
ましく、この場合、傾斜片７ｂを開くことで取付片７ａを袖壁２に取り付ける操作が容易
となり、傾斜片７ｂを閉じることで指詰め防止効果に加えて、取付片７ａを見栄え良く隠
蔽できるようになる。
【００１０】
また上記引戸１の下端部に垂直軸Ｍ回りに回転可能な戸車１２を設けると共に、引戸１の
上端部に上レール４にガイドされるガイド部材１３を後付け可能に取り付けるのが好まし
く、この場合、最初に引戸１の戸車１２を下レール３に嵌め込み、その後、引戸１を立て
かけてガイド部材１３を引戸１の上端部に後付けし、その後、ガイド部材１３を上レール
４に嵌入させる取付方法を採用できる。つまり、従来のけんどん式を用いずに、垂直軸Ｍ
回りに回転可能な戸車１２を下レール３に対して嵌め込むことが容易となり、しかも引戸
１の上端部の隙間を小さくできるようになる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、本発明を添付図面に示す実施形態に基づいて説明する。
【００１２】
図１は指詰め防止用の傾斜部材７を戸当たり部５から袖壁２の先端角部１５に至る段差部
６内に設けた場合を示す平面図、図２は引戸１及び戸枠１４の斜視図、図３は引戸１の移
動方向を説明する平面図である。
【００１３】
引戸１の戸枠１４は、図２に示すように、上枠１５と戸先側Ｃの縦枠１６と戸尻側Ｄの縦
枠１７と中方立１８とで構成されており、戸先側Ｃの縦枠１６と中方立１８との間が出入
口２６となっており、中方立１８と戸尻側Ｄの縦枠１７との間に袖壁２が設けられている
。なお、戸尻側Ｄの縦枠１７は省略可能である。
【００１４】
ここで、上記引戸１は、図２、図３に示すように、全開状態では引戸１が袖壁２と略平行
に対面する位置で保持され、閉じる直前には引戸１が傾斜レール３Ａに誘導されて出入口
方向Ａに向かってカーブを描くように移動して、引戸１の戸先１ａが戸先側Ｃの縦枠１６
に当たり且つ引戸１の戸尻１ｂが中方立１８の先端に設けた戸当たり部５に当たることで
全閉状態での密閉度を高めるものである。
【００１５】
上記引戸１の上端部の少なくとも戸先側Ｃと戸尻側Ｄの２箇所には、図９に示す上レール
４にガイドされるガイド部材１３が取り付けられている。上レール４は、引戸１のガイド
部材１３を走行自在に且つ上下動可能にガイドする溝１９を有している。この溝１９は、
後述する下レール３の直線レール及び傾斜レール３Ａにそれぞれ追随した形状で形成され
ている。
【００１６】
一方、引戸１の下端部の少なくとも戸先側Ｃと戸尻側Ｄの２箇所には、下レール３に支持
される戸車１２が取り付けられている。下レール３は、図４に示すように、床溝２０に嵌
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たので、



め込まれる凹条部２１と、凹条部２１の幅方向中央から上方に向かって立設する凸条部２
２と、凹条部２１の幅方向両端から上方に突出する左右一対のフランジ２３，２３とが一
体形成されており、凸条部２２により戸車１２を支持する。なお図４の例では下レール３
は床面２４より一段高くなっているが、床面２４と面一状にして段差なくすようにしても
よいものである。
【００１７】
さらに、下レール３は、図６（ａ）に示す戸先レール３０と図６（ｂ）に示す戸尻レール
３１とに分けられている。戸先レール３０（戸尻レール３１も同様）は、図６（ａ）に示
すように、出入口方向Ａと直交する方向に延びた直線レール３Ｂと、閉じる直前に引戸１
を出入口方向Ａに移動させるために湾曲状に傾斜した傾斜レール３Ａとからなり、直線レ
ール３Ｂと傾斜レール３Ａとの突き合わせ端部において互いに嵌合する凸状部３２と凹状
部３３とによって各レール３Ａ，３Ｂが連結されると共に、各レール３Ａ，３Ｂは固定用
孔３４において床にネジ固定されるようになっている。
【００１８】
ここにおいて、各傾斜レール３Ａは移動終端３５に向かって下り傾斜しており、引戸１全
体を下り走行させて移動性を良好にしている。さらに傾斜レール３Ａの途中には突起部３
６が突設されている。この突起部３６を戸車１２が乗り越えることにより引戸１が完全に
閉まった際の感触を良好にすると共に、引戸１を全閉位置で安定して保持するものである
。ここで、戸尻側Ｄの戸車１２が戸先側Ｃの戸車１２よりも早い段階で突起部３６を乗り
越えることができるように、図６（ａ）（ｂ）のように各突起部３６の位置を所定ピッチ
ΔＳ（＝Ｓ２－Ｓ１）だけずらせるのが望ましい。これにより、各戸車１２が同時に突起
部３６を乗り越えることがないため、抵抗を小さくでき、そのうえ、戸先側Ｃの戸車１２
が突起部３６を乗り越えたときには戸尻側Ｄの戸車１２は既に突起部３６を乗り越えた後
であるため、戸先側Ｃへの引っ張り力だけで戸尻側Ｄの戸車１２が十分に移動できる構造
となる。
【００１９】
次に、引戸１を開く際の指詰め防止構造を説明する。図１に示すように、引戸１の戸尻１
ｂが当たる戸当たり部５を、中方立１８の先端角部１５よりも出入口方向Ａに入り込んだ
位置に段差状に設けると共に、該戸当たり部５から中方立１８の先端角部１５に至る段差
部６内に上記傾斜レール３Ａと略平行に傾斜した指詰め防止用の傾斜部材７を引戸１の戸
尻１ｂに沿って上下方向の略全長に亘って設けたものである。本例の傾斜部材７は、戸当
たり部５から中方立１８の先端角部１５に至る段差部６に沿って取り付けられる平面視で
Ｌ字状の取付片７ａと、該取付片７ａの戸当たり部５側の一辺中央から中方立１８側の他
辺先端に向かって延びる傾斜片７ｂとが樹脂成形品により一体形成されている。傾斜片７
ｂは上述した傾斜レール３Ａと略平行に傾斜しており、引戸１を開く際に引戸１の戸尻１
ｂと中方立１８との間に手指８が挟まれるのを防止する働きをする。さらに上記取付片７
ａの戸当たり部５側の先端部分にはパッキン１１が突設され、全閉状態にある引戸１の戸
尻１ｂと傾斜部材７との間の出入口方向Ａの間隙１０をパッキン１１にて塞ぐようにして
いる。パッキン１１は、引戸１の戸尻１ｂの上下方向の略全長に亘って設けられるもので
あり、２色成形によって傾斜部材７と一体成形されている。なお図１中の５０は化粧額縁
である。
【００２０】
しかして、戸当たり部５から中方立１８の先端角部１５に至る段差部６内に傾斜部材７を
設け、傾斜部材７の傾斜片７ｂを傾斜レール３Ａと略平行に傾斜させたことによって、全
閉状態にある引戸１の戸尻１ｂと中方立１８の先端との間には段差部６内に設けた傾斜部
材７が存在することなり、これによって、引戸１の戸尻１ｂと中方立１８との間に手指８
（図１）を置いた場合でも、引戸１を開いた際には傾斜片７ｂに沿って手指８が外側（図
１の矢印方向ａ）に押し出される。つまり、傾斜片７ｂは傾斜レール３Ａと略平行に傾斜
しているため、閉じる直前での引戸１の戸尻１ｂの移動軌跡と傾斜片７ｂの傾斜方向とが
略平行となり、引戸１の戸尻１ｂで手指８が挟まれる恐れがなく、怪我を未然に防止でき
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るものである。しかも傾斜部材７を段差部６の上下方向の略全長に亘って設けることで、
特に子供の怪我防止に役立ち、安全に引戸１の開閉操作を行なえるようになる。しかも、
全閉状態にある引戸１の戸尻１ｂと中方立１８との間に傾斜部材７が存在することで、従
来のように段差部６による隙間９（図１２）が広く空いているものと比較して、引戸１の
全閉状態での見栄えが極めて良くなる。結果、傾斜部材７は、指詰め防止部材として機能
するのみならず、意匠的に優れたものとする機能をも併せ持つようになる。
【００２１】
また本例の傾斜部材７には、全閉状態にある引戸１の戸尻１ｂとの出入口方向Ａの間隙１
０を塞ぐためのパッキン１１が引戸１の戸尻１ｂの上下方向の全長に亘って設けられてい
るので、引戸１の戸尻１ｂの出入口方向Ａの密閉度を簡単且つ確実に高めることができ、
しかも、パッキン１１を傾斜部材７と一体成形したことで、パッキン１１を保持する専用
の部品が不要となり、部品数増加を防止できるという利点もある。
【００２２】
図７、図８は傾斜部材７の他の実施形態を示している。本例では傾斜レール３Ａと略平行
に傾斜している傾斜片７ｂを取付片７ａに対して開閉可能に設け、開放状態では取付片７
ａを開放し且つ閉鎖状態では傾斜レール３Ａと略平行に傾斜した状態で取付片７ａを隠蔽
するようにしている。ここでは傾斜片７ｂの基端部が薄肉状のヒンジ部５１を介して取付
片７ａの一辺４０中央に連設され、傾斜片７ｂの先端部に設けた係合凸部５２が取付片７
ａの他辺４１先端に設けた係合凹部５３に着脱可能に係合されている。そして、図８に示
すように、傾斜片７ｂをヒンジ部５１を中心として手前に開くことで取付片７ａの他辺４
１を取付ビス５４を用いて中方立１８に対して固定できるようになり、取付片７ａの取付
操作が容易にできるものであり、その後、図７に示すように、傾斜片７ｂをヒンジ部５１
を中心に閉じると係合凸部５２と係合凹部５３との凹凸係合によって傾斜片７ｂを傾斜レ
ール３Ａと略平行に傾斜した状態で保持できるようになると共に、取付ビス５４を含む取
付面７ｃを傾斜片７ｂによって見栄え良く隠蔽できるようになる。これにより、傾斜片７
ｂは指詰め防止機能に加えて、取付片７ａを外部から見えなくする蓋体として機能も併せ
持つようになる。また本例では傾斜部材７の先端部７ｄ（図７）は、中方立１８の先端角
部１５よりも奥側Ａ１に入り込んだ位置に配置されている。しかして、傾斜片７ｂの基端
部に薄肉のヒンジ部５１を設けることで、傾斜片７ｂを回動支持するための専用のヒンジ
部材が不要となり、また傾斜片７ｂの先端部に設けた係合凸部５２を取付片７ａに設けた
係合凹部５３に係合させる構造であるため、傾斜片７ｂを閉状態で保持するための専用の
保持金具も不要となり、傾斜部材７の構造を簡略化できると共に製造コストを削減できる
という利点もある。
【００２３】
図９は引戸１の上端部に設けられるガイド部材１３の他の実施形態を示している。本例で
は引戸１の上端部に対してガイド部材１３を後付け可能としている。
【００２４】
ちなみに、図１１に示すような従来の直線的に移動する引戸１では、引戸１の上端部を図
１１の矢印イ方向から上レールに嵌め込み、その後、引戸１の下端部を図１１の矢印ロ方
向に下げて下レールに嵌め込む、所謂けんどん式で据え付けるのが一般的であり、この場
合、引戸１の上端部には隙間が生じないというメリットがある。しかし、本例のように閉
じる直前に出入口方向Ａに移動させるタイプの引戸１の場合は、引戸１は戸先、戸尻での
２箇所支持となるため、仮りにけんどん式で据え付ける場合は、引戸１の上端部に隙間が
生じるという問題があり、そのうえ引戸１の下端部の戸車１２が垂直軸Ｍ（図５）回りに
回転する場合においては、けんどん式で戸車１２を下レール３に嵌め込もうとするときに
戸車１２が回転して嵌め込み作業が困難になるという問題もある。
【００２５】
そこで、本実施形態では、引戸１の上端部の少なくとも戸先側Ｃと戸尻側Ｄの２箇所にガ
イド部材１３をそれぞれ後付け可能とし、けんどん式とは異なる方法で引戸１を上下のレ
ール３，４に対して取り付けるようにする。つまり、図９に示すように、ガイド部材１３
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は、上レール４の溝１９にスライド嵌合するピン６０と、ピン６０を支持する扁平形の支
持ブロック６１とからなる。一方、引戸１の戸先１ａ側（戸尻１ｂ側も同様）の上端コー
ナー部には支持ブロック６１を前方から嵌め込むための側方（図９の矢印ニで示す方向）
に開口した収納溝６２が形成され、収納溝６２に支持ブロック６１を側方から嵌め込み、
側方からネジ６３で固定することで、ガイド部材１３を引戸１に対して後付けできるよう
にしている。なお、引戸１の下端部の少なくとも戸先側Ｃと戸尻側Ｄの２箇所には、垂直
軸Ｍ回りに回転可能な戸車１２（図５（ｂ））が取り付けられているものとする。
【００２６】
しかして、本実施形態の引戸１を取り付ける一例を説明すると、先ず、図１０の矢印方向
ハに向かって引戸１の戸車１２を下レール３に嵌め込み、その後引戸１を矢印方向ホに垂
直に立てかける。しかる後に、図１０の矢印方向ニからガイド部材１３を引戸１の収納溝
６２にそれぞれ嵌め込んで後付けする。つまり図９に示すガイド部材１３の支持ブロック
６１を側方（図９の矢印ニで示す方向）から収納溝６２に嵌め込むと同時にピン６０を上
レール４の溝１９の開口端から挿入する。その後、ネジ６３で支持ブロック６１を固定す
る。このような引戸１の取り付け方法によって、引戸１の下端部の戸車１２が垂直軸Ｍ回
りに回転可能であっても下レール３に対して容易に嵌め込むことができ、しかも引戸１の
上端部の隙間を極力小さくできるものである。なお、戸車１２は、下から押さえ付けられ
たときに下レール３の長手方向に向く構造とするのが望ましい。この場合、下レール３に
対する戸車１２の嵌め込みが一層容易となる。
【００２７】
本発明に係る引戸の袖壁構造は、手動引戸のみならず電動引戸の分野にも広く適用可能で
ある。
【００２８】
【発明の効果】
　上述のように請求項１記載の発明にあっては、引戸が全開状態では袖壁と略平行に対面
する位置で保持され、閉じる直前には傾斜レールに誘導されて出入口方向に移動して、引
戸の戸尻が袖壁の先端に設けた戸当たり部に当たることで全閉状態での密閉度を高めるよ
うにした引戸の袖壁構造において、引戸の戸尻が当たる戸当たり部を袖壁の先端角部より
も出入口方向に入り込んだ位置に段差状に設けると共に、該戸当たり部から袖壁の先端角
部に至る段差部内に上記傾斜レールと略平行に傾斜した指詰め防止用の傾斜部材を設け

たので、全閉状態にある引戸の戸尻と袖壁の先端との間には段差部
内に設けた傾斜部材が存在することによって、引戸の戸尻と袖壁の先端との間に手指を置
いた場合でも、引戸を開いた際には傾斜部材に沿って手指が外側に押し出され、これによ
り引戸の戸尻によって手指が挟まれる恐れがなく、怪我を未然に防止でき、安全に引戸の
開閉操作を行なうことができると共に、全閉状態にある引戸の戸尻と中方立との間に傾斜
部材が存在することで、従来のように段差部による隙間が広く空いているものと比較して
、引戸の全閉状態での見栄えが極めて良くなり、安全性に加えて、意匠的向上を図ること
ができる。
【００２９】
　 全閉状態にある引戸の戸尻と傾斜部材との間の出入口方向の間隙を塞ぐた
めのパッキンを傾斜部材に一体に設けたので、パッキンによって引戸の戸尻の出入口方向
の密閉度を簡単且つ確実に高めることができ、しかも、パッキンを傾斜部材と一体に設け
たことで、パッキンを保持する専用の部品が不要となり、部品数増加を防止できるもので
ある。
【００３０】
　また 記載の発明は、 記載の効果に加えて、上記傾斜部材は、袖壁の先
端に取り付けられる取付片と、該取付片を開閉可能に隠蔽する傾斜片とを備え、該傾斜片
は開放状態では取付片を開放し且つ閉鎖状態では傾斜レールと略平行に傾斜した状態で取
付片を隠蔽するのが好ましく、この場合、傾斜片を開くことで取付片を袖壁に取り付ける
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、
全閉状態にある引戸の戸尻と傾斜部材との間の出入口方向の間隙を塞ぐためのパッキンを
傾斜部材に一体に設け

さらに、上記

請求項２ 請求項１



操作が容易となり、傾斜片を閉じることで指詰め防止効果に加えて、取付片を見栄え良く
隠蔽でき、意匠性向上を図ることができる。
【００３１】
　また 記載の発明は、請求項１記載の効果に加えて、上記引戸の下端部に垂直軸
回りに回転可能な戸車を設けると共に、引戸の上端部に上レールにガイドされるガイド部
材を後付け可能に取り付けたので、最初に引戸の戸車を下レールに嵌め込み、その後、引
戸を立てかけてガイド部材を引戸の上端部に後付けし、その後、ガイド部材を上レールに
嵌入させる取付方法を採用でき、垂直軸回りに回転可能な戸車を下レールに対して嵌め込
むことが容易となり、しかも引戸の上端部の隙間を小さくできるものであり、結果、従来
のけんどん式を用いずに、開閉操作性の向上及び外観上の見栄え向上を一層図ることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態の傾斜部材を説明する平面断面図である。
【図２】同上の引戸及び戸枠の斜視図である。
【図３】同上の引戸の移動方向を説明する平面断面図である。
【図４】同上の戸車を下レールに支持した状態の断面図である。
【図５】（ａ）は同上の戸車付近の側面断面図、（ｂ）は平面断面図である。
【図６】（ａ）は同上の戸先レールの分解斜視図、（ｂ）は戸尻レールの分解斜視図であ
る。
【図７】同上の傾斜部材を示す破断斜視図である。
【図８】同上の傾斜部材の傾斜片を開いた状態の破断斜視図である。
【図９】同上の上レールにガイドされるガイド部材付近の破断斜視図である。
【図１０】同上の引戸の嵌め込み動作を説明する概略斜視図である。
【図１１】同上の引戸をけんどん式で嵌め込む場合を説明する概略斜視図である。
【図１２】従来の段差部による隙間を説明する平面断面図である。
【符号の説明】
１　引戸
１ｂ　戸尻
２　袖壁
３　下レール
３Ａ　傾斜レール
５　戸当たり部
６　段差部
７　傾斜部材
７ａ　取付片
７ｂ　傾斜片
１０　間隙
１１　パッキン
１２　戸車
１３　ガイド部材
１５　先端角部
Ａ　出入口方向
Ｍ　垂直軸
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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